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特集「量子時代をみすえたコンピュータ
セキュリティ技術」の編集にあたって

國廣 昇1,a)

大規模な量子計算機が実現すると，RSA暗号などの現

在広く利用されている公開鍵暗号は解読されることが広く

知られている．そのような時代が来ると，暗号，セキュリ

ティ，プライバシ技術は一変することが予想される．実際，

量子計算機到来後にも，機密情報や個人情報などの守るべ

き情報を安全に通信・保管・利活用するための研究開発や

標準化などが，世界中で活発に行われている．このような

環境の中，耐量子計算機暗号の研究開発だけでなく，それ

らへの安全な移行や計算量仮定によらないコンピュータセ

キュリティ技術，プライバシ保護技術など，解決すべき課

題は山積みである．

本特集号では，量子時代をみすえたコンピュータセキュ

リティ技術について，基礎理論，プロトコル，アーキテク

チャ，ソフトウェアシステムの研究，およびそのアプリ

ケーション，実装例，管理運用，さらには行動科学や社会

科学的考察をも含めた広範囲のセキュリティ技術を議論す

ることにより量子時代に対応したセキュリティの実現に貢

献することを目指して企画された．

本特集号には 16件の論文が投稿され，特集号編集委員

会による慎重な審議を経て英文論文 7件を含む 12件の論

文が採択された．

特集号の編集にあたり，限られた時間の中で，多様な分

野の論文について慎重な査読をいただき，計画どおりに

出版に至ることができたのは編集委員，査読者，招待論文

執筆者，学会関係者の方々のご尽力によるものであり，厚

く御礼を申し上げたい．特に山田明幹事（KDDI総合研究

所），葛野弘樹幹事（神戸大学）には本特集号の企画から査

読，編集，出版準備に至るまで全般的にご尽力いただき，

心から感謝する次第です．

1 筑波大学
University of Tsukuba

a) kunihiro@cs.tsukuba.ac.jp

「量子時代をみすえたコンピュータセキュリティ技術」特

集号編集委員会

• 編集委員長國廣 昇（筑波大学）

• 幹事
山田 明（KDDI総合研究所）

葛野弘樹（神戸大学）

• 編集委員
秋山満昭（NTT）

井口 誠（Kii）

市野将嗣（電気通信大学）

沖野浩二（富山大学）

及川孝徳（富士通）

大木哲史（静岡大学）

大東俊博（東海大学）

川口信隆（日立製作所）

柏崎礼生（近畿大学）

黄 緒平（東京都立産業技術大学院大学）

須賀祐治（インターネットイニシアティブ）

高橋健一（鳥取大学）

田辺瑠偉（横浜国立大学）

千田浩司（群馬大学）

寺田雅之（NTTドコモ）

野島 良（情報通信研究機構）

花岡悟一郎（産業技術総合研究所）

林 卓也（NEC）

藤田真浩（三菱電機株式会社）

三村 守（防衛大学校）

森 達哉（早稲田大学）

山内利宏（岡山大学）

吉岡克成（横浜国立大学）

渡辺知恵美（筑波技術大学）

Yuntao Wang（大阪大学）

c© 2022 Information Processing Society of Japan 1397


